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コース 大学名 大学名（英文表記） 
香港 
香港科技大学 The Hong Kong University of Science & Technology
香港大学 The University of Hong Kong 
香港城市大学 City University of Hong Kong 
シンガポール 
南洋理工大学 Nanyang Technological University 
シンガポール国立大学 National University of Singapore 
オーストラリア 
（メルボルン） 
モナシュ大学 Monash University 
ディーキン大学 Deakin University 




マッコーリー大学 Macquarie University 
シドニー工科大学 University of Technology, Sydney 
シドニー大学 The University of Sydney 


































 3‐4 調査スケジュール 
 今回の調査については，香港・シンガポール，オーストラリアの 2 コースに分けて，以
下のスケジュールで実施した。 
 
（A）香港・シンガポール（期間：平成 24 年 3 月 4日～9日） 
月日 時間 訪問先等  
3 月 4 日  移動日  
3 月 5 日 
10:00～12:00 香港科技大学図書館 A1
15:00～16:30 香港大学 Main Library A2
3 月 6 日 
9:30～11:30 香港城市大学 Run Run Shaw Library A3
午後 シンガポールへ移動  
3 月 7 日 
9:30～11:00 南洋理工大学 Lee Wee Nam Library 
A411:00～12:00 南洋理工大学 Business Library 及び 
 Library instructional commons 
3 月 8 日 
15:00～17:00 シンガポール国立大学 Central Library 
A5
17:00～18:00 シンガポール国立大学 Hon Sui Sen Memorial Library 
3 月 9 日  移動日  
 
（B）オーストラリア（期間：平成 24 年 3 月 3日～10 日） 
月日 時間 訪問先等  
3 月 3 日  移動日  
3 月 4 日  移動日  
3 月 5 日 13:00～17:50 
モナシュ大学 
Hargrave-Andrew Library （Clayton キャンパス） 
B1
3 月 6 日 13:00～16:15 ディーキン大学 （Melbourne Burwood キャンパス） B2
3 月 7 日 
10:00～12:00 ビクトリア大学 （Footscray Park キャンパス） B3
午後 シドニーへ移動  
3 月 8 日 
9:00～11:15 マッコーリー大学 B4
15:00～17:20 シドニー工科大学 B5
3 月 9 日 10:00～12:55 
シドニー大学 
Fisher Library，Law Library，The SciTech Library
B6

























表 1 訪問先大学および図書館の概要（香港・シンガポール） 









設立年(年) 1991 1912 1984 1955 1905 
学生数(人) 10,219 22,260 18,042 31,716 37,304 
留学生(人) 2,490 6,823 2,853 4,673(学部生) 11,518 
学部 4(6) 10 5(7) 5 11 
ランキング 40 22 110 58 28 
分館数 なし 6 1 6 6 
職員数(人) 92 228 110 105 137 
蔵書数(冊) 590,979 2,853,638 955,500 775,538 1,370,097 
雑誌 4,553 蔵書数に含まれる 2,690 48,938 50,756 
6
e-book 178,872 2,903,232 200 万以上 264,935 205,278 
e-journal 28,363 43,102 71,700 雑誌に含まれる 33,919 
DB 335 687 370 210 152 
＊学生数等のデータは 2010/2011 年のもの(シンガポールの大学は 2011/2012 のデータ)。 
＊ランキングは，QS World University Rankings 2011/12 による。 


























Run Run Shaw Library 
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表 2 訪問先大学の概要（オーストラリア） 
 B1 B2 B3 B4 B5 B6 
 モナシュ大学 ディーキン大学 ビクトリア大学 マッコーリー大学 シドニー工科大学 シドニー大学
設立年(年) 1958 1974 1916 1964 1988 1850 
学生数(人) 62,550 39,606 45,000 31,286 23,158 49,020 
留学生(人) 22,291 8,507 11,800 10,691 4,630 11,000 
学部 10 4 5 4 7 16 
ランキング 60 401-450 - 211 268 38 
分館数 8 5 11 なし 2 12 
職員数(人) 259 131 150(student:20） 143 70 246 
蔵書数(冊) 3,248,123 1,390,000 300,000 [1,300,000] 870,000 5,200,000 
雑誌 11,825 91,058 13,000 11,504 80,000 6,260 
e-book 365,949 195,526 100,000 93,754 8,362 345,000 
e-journal 105,976 雑誌に含む - 67,000 37,000 85,000 
DB 1,140 400 393 250 300 - 
＊学生数等のデータは 2010～2011 年のもの。 
＊ランキングは QS World University Rankings 2011/12 による。 
＊蔵書数等は 2010～2011 年のデータ。 












































（Melbourne Burwood キャンパス） 
(B3) ビクトリア大学図書館 































 Fisher Library 
シドニー
(B6) シドニー大学 







































 図 1 香港科学大学図書館のラーニング・コモンズのフロアマップ 
 
■各ゾーンの機能 


















[B] Group Study Rooms 
[A ]Open Study Area
[C] Refreshment Zone 
[D] E-Learning Classroom 
[E] Tutorial Space [F] Creative Media Zone
総面積は1,800㎡ 座席数500席以上
PC80 台 











































 [F] Creative Media Zone：本格的な設備を揃えたメディア空間。Publishing Technology 




























































③新しいカリキュラム及び Common Core Curriculum（香港大学で新しく制定した，学部学
生必須のカリキュラム。初年次の導入的な科目で，Scientific and Technological Literacy， 















ラーニング・コモンズは，異なるコンセプトを持つ 6つのゾーンからなっている。  
 
 
図 2 香港大学 Main Library のラーニング・コモンズのフロアマップ 
 
Zone A  
Study Zone  
(Quiet study zone) 
Zone B 
Collaboration Zone  
(Group discussion zone) 
Zone C  
Breakout Zone 
 (Socialization and 
relaxation zone) Zone D  
Technology Zone 
Zone E  
Multi-purpose Zone 





 [A] Study Zone：静かに勉強することを目的とした空間（54 席）。机・椅子を整然と並べず
に Z字型に配置しているのが特徴。そのことにより他人の目を気にしなくて済む。奥には，
キーボードのタイプ音すら禁止（PC 持ち込み禁止）の Deep Quiet Room が設置されている。 
 























Deep Quiet Room 
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 [D] Technology Zone：いわゆるインフォメーション・コモンズ。利用が非常に多いため，
PC と机は予約制を取っている（1セッション 30 分で 1日に 4セッションまで予約可。ただ
し，後に予約がなければ，使い続けることが可能）。静粛空間ではない。  





















































































[A] The Oval 
[B] Library Lounge 
[C]Media Area 
[D] Semi-Closed Area 
[E] Mini Theatre 
[F] Humanities Academy
 (人文學堂) 
Reference / IT help
[E] Exhibition
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セミナールーム，ディスカッションルーム，General Education Room（2 部屋）から構成さ
れている。ディスカッションルームにはマルチメディア関係の機器が一通り揃っている。

















南洋理工大学には Lee Wee Num Library（本館）の Level2（エントランスの下の階）と，
Business Library の B3（Basement3：4 階建ての上から 3番目の階）にラーニング・コモン
ズが設置されていた。この大学では，図書館長からラーニング・コモンズ設置のコンセプ
トについての説明があり，次の 4点が挙げられた。 
① Collaborative learning 
② Hi-Tech support 
③ Creation & publication 







■機能・各ゾーンの紹介（Lee Wee Num Library） 
本館のラーニング・コモンズは 5つの設備から構成されている。 
 





[E] Digital Newspapers 
[A] Learning Pods






[A] Learning Pods（6 部屋）：協調学習用の部屋。6部屋のうち 3部屋は液晶ディスプレイ
モニター，他の 3 部屋はスマートボードを備え付けている。また，各部屋にはデザイン性











[B] Multimonitor and Touchscreen PC Workstations：マルチディスプレイのパソコンを
整備した空間。1 台のパソコンにつき 2～3 台のディスプレイと，それを活かせる広めの机











 隣接して IT ヘルプデスクも設置されている。その他，ラーニング・コモンズに限らず，


















































Business Library のラーニング・コモンズは 2011 年にオープンしたもので，本館のラー
ニング・コモンズにはない設備として，Mini cinema が設置されていた。 
 
図 4‐2 南洋理工大学 Business Library のラーニング・コモンズのフロアマップ 
 


















[F] Mini Cinema 
 










































 図 5‐1 シンガポール国立大学 Central Library の 3D マップ（Level4） 
 
 
図 5‐2 シンガポール国立大学 Central Library の 3D マップ（Level6） 
 


















































Level1: エントランス 図書館の外観 
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 図 6 モナシュ大学 Hargrave-Andrew Library のフロアマップ 
 
Group study room 
Training room 
Computer workstations 
Adaptive technology room 
Information desk 
















































 貸出中図書の予約や取り寄せをした資料は，貸出ができる状態で 7 日間書架に配架す
る。氏名が書かれた用紙を資料に挟んでおき，期間内に利用者が自分で貸出手続きを
行う。利用者自身で借りるようにして半年ほど経つが，問題は起こっていない。 














































様々な学習スタイルに対応するため，ノート PC の貸し出しも行っている。ノート PC を使
























※Melbourne Burwood Campus の各フロア案内は下記 Web サイトを参照。 
http://www.deakin.edu.au/library/services/hourslocation/burwood.php 
 
[Level1]：請求記号 000-699 の図書を配架。 
 
[Level2]：エントランスフロア。指定図書，請求記号 700-999 の図書を配架。サービスカ
























































 ディーキン大学では「eduroam（エデュローム: 国際学術無線 LAN のローミング基盤）」
に参加している。共通のシステムを導入している大学内であれば，教職員や学生は所
属機関が発行したユーザーID を使って無線 LAN を使用できる。例えば，iPad や iPhone
等で他大学からもインターネットをつなぐことができる。 
 





ング・コモンズのコンセプトとして，2006 年に City Flinders キャンパスに設置。引き続
き 2007 年に St Albans と Werribee キャンパスにラーニング・コモンズが設置された。そ









































































[Level2]：Group Study Area，International Student Area，Career Support Room，
Collaboration Room，Cafe，Student Rover のカウンター 
図書館の入館ゲートがあるフロアで，多くの学習スペースが設けられている。グループ









[Level3]：Quiet Study Area，Collaboration Room 
学生の学習スペースと，PC を併設したグループ学習向けの部屋が設けられている。 
 

























ときに動かせないためである。座席数は，2011 年 8 月のオープン時には 2,500 席で，最大
3,000 席を提供予定。学生の多様な学習スタイルに合わせて，さまざまなタイプの机と椅子







































































































[Level2]：書架（Collection A-J），Study Space，Reserve Collection 
図書館エントランスのあるフロア。エントランス前にカフェを併設。エントランスのデ





















































































Research Help Desk 
Create Space Room 









図 9 シドニー工科大学図書館のフロアマップ 
International Cultural 
 & News Centre 
Collaborative  
Learning Centre 
Silent Study Room 
Presentation Practice Room 
Silent Study Room 




[Level2]：Research Help Desk，Training Room，Group Study Area 
図書館の入館ゲートがあり，学生が自由に学習できる空間が作られている（クッション
や動かせる椅子などが置かれている）。Research Help Desk では，一般的な学習に関する相
談を受け付けている（担当は他の学習支援部門のスタッフ）。 
 























可動式の椅子 Research Help Desk のサイン 
グループ学習室 
 




シドニー大学に 12 ある図書館の中で最も大きい Fisher Library は，現在，改修工事中












は下記 Web サイトを参照。 
「The Fisher Library Renovation Project」 Floor plans(Indicative plan only) 
http://sydney.edu.au/library/about/fisher-dev/downloads/renovation/floor-plans.p
df 
[Level1]：Rare Books and Special Collections 
[Level2]：Group Learning Zone 
[Level3]：High demand and 24hr zone 
[Level4]：Quiet Zone 
 





2009 年 2 月オープン。5,000 ㎡。2階分を超えるフロアスペース。オーストラリアで最高
の法律コレクションを所蔵している。多様な閲覧室を備えており，個人の学習席，グルー
プ机，Group Discussion Room，Training Room などがある。また，光の塔の形をした特徴






図 10 シドニー大学 Law Library のフロアマップ 
Training Room 
Group Discussion Room 
Group Discussion Room 













かして使用できる。Quiet Study Area もある。 
 
  ※SciTech Library の各フロア案内は下記 Web サイトを参照。 











Law Library 館内の様子 Law Library 館内の様子 
 
Turnbull Foundation Reading Room 
 
















生（“Stay home & Computer”と表現）が多い」という指摘があったことを受け， 対面で









































































































































特別カウンター（Law Reference & Information Services）で法学関連のリソースの使
い方を案内し，ワークショップも実施している。また，模擬裁判（moot competitions）の

















例外的に，シンガポール国立大学では図書館内に Writing Communication Hub という施












               シンガポール国立大学：Writing Communication Hub 
 
（3）学習支援のマニュアル・基準 






（Library's Intended Learning Outcomes for graduates）を作成していた。 
 
Library's Intended Learning Outcomes for graduates 
1. Articulate their information needs.   
2. Identify potential information sources.  
3. Select the most appropriate tools to retrieve relevant information. 
4. Understand the characteristics of different tools and construct effective search strategies. 
5. Understand how information is produced, organized and disseminated. 
6. Examine and compare information and sources to determine reliability, validity, accuracy, 
authority, timeliness, point of view or bias, and suitability for their information needs. 
7. Understand issues related to privacy, security, censorship, intellectual property and copyright 
so as to obtain, store, use and disseminate information responsibly. 
8. Become self reliant (comfortable and confident) in information literacy skills in different 
research environments.  


























教員に図書館活用術についてインタビューしたビデオを YouTube で公開。また，Google 


















































 香港科技大学ではラーニング・コモンズ内の Creative Media Zone を Publishing 
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Technology Center（PTC）等と共同で管理していた。シンガポール国立大学では前述のと















































































































































































































講習の形式は主に次の 3 つのタイプがある。 
1) ドロップインセッション： 学部生最初のコンタクトポイントとして，学生が









































































































図書館の Web サイトにある First Year Roadmap では，1 年生が知るべきこと，すべ































































































































































Peer network student help という学生を支援する体制があり，毎年，図書館の予





て，ACRL（Association of College of Research Libraries）の基準を基に，ANZIL
（The Australian and New Zealand Information Literacy）Framework が作成された。
ANZIL Framework は全体的で理論的なガイドラインであるため，教育現場で使えるよ










































RSD（The Research Skill Development）Framework http://www.adelaide.edu.au/rsd/ 
















































学習管理システム Blackboard や電子メール，Web サイト，Facebook 等で情報を発信
している。カリキュラムに含まれているクラスの場合は，学生は必ず参加する。研究
者や学生に向けて開催するワークショップは，ニュースレターや電子メールで広報を






















IT サポートデスクには，図書館職員ではないが，IT サービス部門の職員が毎日 1






































































が研究者の支援につながるとして重要視している。以下，参考 URL を記載する。 
Research Data Management http://www.researchdata.monash.edu.au/ 






































































































特に留学生用資料の収書方針はないが，IELTZ（International English Language 
Testing System：アイエルツ）の教材は多く収集しており，International cultural & 
news centre には，留学生向けの図書や雑誌を置いている。その他，英語の本を読ん
で留学生の英語力を向上させる，Reading club などの活動なども行っている。 



















































図書館職員数は 259 名。図書館は Client Services，Information Resources Division，
Central services の 3 部門から構成されていた。最初は閲覧カウンターで学生からの
一般的なレファレンス質問への回答を担当し，段階を経てサブジェクト・ライブラリ
アンとして学部の研究とつながりの強い専門的な業務を担当する形を取っていた。 























図書館職員数は 150 名。各学部を担当するファカルティ・ライブラリアンは合計 6
名，リサーチ・ライブラリアンおよびインターナショナル・ライブラリアンが各 1 名，
そのほか，一般職員（general staff）が各館に在籍し，利用者からの問い合わせに対










































図書館職員数は 246 名。そのうち，レファレンス・スタッフは 82 名，IT サポート・
スタッフは 9 名である。 




























































オーストラリアの大学図書館では，ALIA（Australian Library and Information 
Association）が定める次の 3 職種が図書館業務と密接に関連している。 
http://www.alia.org.au/education/qualifications/ 
 
















































































香港城市大学では Media Area と Semi-Closed Area にて，それぞれ異なる自動貸出シス











































































































































































ビクトリア大学 Footscray Park キャンパス 
  
ビクトリア大学 Footscray Nicholson キャンパス
    









































































(A1)香港科技大学：Creative Media Zone 
(A2)香港大学：Deep Quiet Room 
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(A3)香港城市大学：Mini Theatre，General Education Room 










 利用者用 PC，プリンタ，コピー機の数の多さ 




























































































































































≪参考文献，参照 Web サイト（2012 年 7 月参照）≫ 
 
【大学および大学図書館 Web サイト】 
(A1) 香港科技大学 The Hong Kong University of Science & Technology 
(A2) 香港大学 The University of Hong Kong 
(A3) 香港城市大学 City University of Hong Kong 
(A4) 南洋理工大学 Nanyang Technological University 
(A5) シンガポール国立大学 National University of Singapore 
(B1) モナシュ大学 Monash University 
(B2) ディーキン大学 Deakin University 
(B3) ビクトリア大学 Victoria University 
(B4) マッコーリー大学 Macquarie University 
(B5) シドニー工科大学 University of Technology, Sydney 
(B6) シドニー大学 The University of Sydney 
 
 大学 Web サイト 大学図書館 Web サイト 
A1 http://www.ust.hk/eng/index.htm http://library.ust.hk/ 
A2 http://www.hku.hk/ http://lib.hku.hk/ 
A3 http://www.cityu.edu.hk/ http://www.cityu.edu.hk/lib/index.htm 
A4 http://www.ntu.edu.sg/ http://www.ntu.edu.sg/library/ 
A5 http://www.nus.edu.sg/ http://libportal.nus.edu.sg/frontend/index 
B1 http://www.monash.edu.au/ http://www.lib.monash.edu.au/ 
B2 http://www.deakin.edu.au/ http://www.deakin.edu.au/library/ 
B3 http://www.vu.edu.au/ http://library.vu.edu.au/ 
B4 http://www.mq.edu.au/ http://www.mq.edu.au/on_campus/library/ 
B5 http://www.uts.edu.au/ http://www.lib.uts.edu.au/ 




【参考文献，参照 Web サイト】 
■4‐1訪問先概要 








ラリア， 2010， p.45． 
http://portal.niad.ac.jp/library/aus_jpn.pdf 
 
・Department of Education, Employment and Workplace Relations. Student 2010 Full Year: 




・Australian and New Zealand Information Literacy Framework: principles, standards and 
practice．Second ed. Editor: Alan Bundy. Adelaide, Australian and New Zealand Institute 
for Information Literacy． 2004. 
http://www.caul.edu.au/caul-programs/information-literacy/publications 
 
・Willison, J., O'Regan, K..“The Research Skill Development Framework”．2006． 
http://www.adelaide.edu.au/rsd/framework 
 
・The Australian National Data Service (ANDS) 
http://www.ands.org.au/ 
 




















・ディーキン大学：Melbourne Burwood Campus 各フロア案内 
http://www.deakin.edu.au/library/services/hourslocation/burwood.php 
（“What you'll find at the Library”参照） 
 
・シドニー大学：Fisher Library 改修の概要とフロアプラン 
http://sydney.edu.au/library/about/fisher-dev/downloads/renovation/floor-plans.pdf 
 
・シドニー大学：SciTech Library 各フロア案内 





























・RSD（The Research Skill Development）Framework 
http://www.adelaide.edu.au/rsd/ 
 






・モナシュ大学：Research Data Management 
http://www.researchdata.monash.edu.au/ 
 
・モナシュ大学：The Australian National Data Service (ANDS) 
http://www.ands.org.au/ 
 







Research Members, Purposes, and Questions 
of 
Visit to National University of Singapore 
 
I. Date and time: 
  Monday, March 8, 2012 
 9:00-11:00 AM (Central Library), 11:15-12:00(Hon Sui Sen Memorial Library)  
                   
II. Visitors: 
  5 people (including an interpreter) 
 
  Faculty member 
   Dr. Masanori YAMADA 
   Associate Professor, Research Center for Higher Education, Kanazawa University 
 
  Staff members of university libraries 
   Mr. Yohei HASHI  
   Assistant division chief, Information Service Division, Kanazawa University 
   Mr. Keisuke MORIBE  
   Staff, Hamamatsu Branch Library, Shizuoka University 
   Mr. Yusuke NAKAAKI  
   Staff, Library of Informatics and Languages, Nagoya University 
 
English – Japanese Interpreter 
 
III. Major purposes  of  our visit: 
  Learning about the following three points. 
  1. Your library's building and layout, especially the Learning Commons. 
  2. Learning support in the library. 






IV. Our major interests in National University of Singapore 
We hope to talk mainly about these topics with you. Thank you very much in advance. 
 
1. The Learning Commons (LC) 
We would like to have brochures or leaflets about your library's floor plan and the LC if you have any 
available. 
(1) Please tell us the concept (e.g. philosophy of spatial design) and the feature of your LC.  Is the concept 
connected with the university’s visions or aims? 
(2)For what purposes do your students use the LC? Are there any differences between the graduate, 
undergraduate, and international students? How do your students evaluate the LC?  How much do you 
consider the student’s opinion to improve the LC? 
(3)Are there any workshops or meetings held at the LC? 
(4) Do you have any staff members or peer supporters who are there? If you have any, what kind of tasks 
do they have? 
(5)Who pays the cost to reform the spatial design of the library? 
(6)What problems have occurred after the opening of LC?  
 
2. Learning Support 
(A)The contents of learning support and services for international students 
(1) Please tell us about “Material for Discussion of the visiting day (questions_and_material.xls, Sheet2)”. 
(2)Do you have manuals or standards for the learning support? Do you refer to ACRL (Association of 
College a Research Libraries ) standards?  
(3)What style of education do you provide in the library? Are the contents of service changed according to 
a student's volition and skill level?  
(4)Are you cooperating with the reference service and learning support?  
(5) What method do you adopt to evaluate the effect of your learning support? And from what view point 
do you evaluate it (Especially about an evaluation from students)?  
(6) In what languages does your library support international students? 
(7)What collection building policy does your library have for international students (including DB, e-books, 
e-journals etc)? 
(B) Staff training 
(1)What competence does your library want to the staff to show ?  
(2)Do you have the program to develop it? Does the topsider have understanding about it?  
(3) Specifically, what training does your library undertake for staff members?  
(C) Cooperation with other faculties or centers in your university  
(1) Does the library work with the academic staff or administrative sections for some activities? 
(2)Does the library service coordinate with the curriculum? 
(3)Are the student support services by other faculties distinguished from the learning support services in 
the library?  
この部分は訪問先によって変えた。
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Section 1. Basics Data & Statistics about your Library
Classification Question Answer
Total　number of library staff
Reference staff
IT support staff
Staff for International students(including foreign
staff)
Opening hours of weekday
Number of lending per year (2011)
Transition of the number of lending(increase and
decrease)
Number of visitors per year (2011)
Transition of the number of visitors(increase and
decrease)
Number of reference services per year(2011)
Transition of the number of reference
services(increase and decrease)
Number of online reference services per
year(2011)
When was the LC in your library
established?
Number of PC for the users in your library
Total area of the LC
Please fill in the numbers and outline in advance and hand us over the day of our visit.













【Q１４】 Does the topsider of the university seek downsizing of the library?
A.
A.
【Q１５】 Does your library serve as a place for interchanges between people?
(e.g. an opportunity to talk each experience together)
IV.
Opinion and
evaluation 【Q13】What kind of opinion and evaluation do the students and academic staff have for libraryimprovement? (except on the LC and learning support)
Please fill in advance and hand us over the day of our visit. 
Question & Answer
【Q1】 How are the traditional library functions balanced with the new functions?
A.
【Q2】 Is there any place where users can eat and drink in the library?





【Q５】Do library staff members teach in a classes? What classes do they teach?
A.
【Q１０】 How does your library advertise the LC to students?
A.
【Q４】Are any classes given in the library? If So, what classes are given?
A.
【Q３】 Please tell us about the measures you undertake against sound.
Ⅱ.Class
A.





【Q１２】Does the library adopt the opinion from students and academic staff? How do you
adopt them? By way of meeting, interview, advice from teaching staff etc ?
A.
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Material for Discussion of the visiting day














B.   
Technical
Support
















Please tell us about following topics on the day of our visit if your library provides these services.





Gabrielle Wong Learning Commons Manager
Steven Yip Head of Reference & Research Services
Y. C. Wan Deputy University Librarian （副図書館長）
Esther Woo Administrative Services Team Leader
Rebecca Yeung Reference Librarian, Main Library
Teresa To Senior Assistant Librarian, Access Services and PublicRelations Support Unit
Bethany Wilkes Reference and Instruction Section, Public ServicesUnit
Stella Chung Access and Public Relations Support Team
Choy Fatt Cheong University Librarian （図書館長）
Alan Choy Chee Hau Librarian (Facilities Planning)，Business Librarian(Marketing & International Business)
Catherine Tan
Head, Library Promotion & Senior Assistant Director，
Business Librarian (Strategy, Management &
Organization)
Hashimah Johari Principal Librarian, Information Services, CentralLibrary
Tham Wai Fong Senior Librarian, Chinese Library












(A1) 香港科技大学 (A2) 香港大学




Wilna Macmillan Director, Client Srevices - Science, Health andEngineering
Janette Burke Director, Information Systems
Noriaki Sato Research and Learning Coordinator
Ayako Hatta
Japanese Studies Librarian
Asian Studies Research Collection
Sir Louis Matheson Library
Anne Horn University Librarian
Kim Phu Law Librarian
Daisy Tyson Manager, Faculty Library Services, Arts and Education
Sue Owen Associate Librarian, Client Services
B3 ビクトリア大学 Adrian Gallagher Associate Librarian,Information Resources,Systemsand Infrastructure
B4 マッコーリー大学 Reenah Lampert Service Coordinator
Jemima Mcdonald Information Services Librarian
Janet Chelliah Information Services Team Leader
Patrick Tooth Information Technology Librarian
Su Hanfling Director, Library Services: Humanities, Arts, Sciencesand Technology
Rhonda Myers Coordinator, Library CommunicationsDigital and eScholarship Services
Lily Hayashi Library Assistant, East Asian Collection
Rebecca Goldworthy Project Coordinator, iResearch - information skills forlife
Jill Denholm Manager, Medical Sciences Libraries
Nancy Li East Asian Collection Librarian
Fiona McCay Acting Manager, Law Library


















Research reports on the universities abroad  
by the tie-up project among 3 Tokai-Hokuriku university libraries 
 to promote learning support : 
The current state of learning commons and learning support at the university libraries 
in Hong Kong, Singapore, and Australia 
 
by 





This report is the results of research on the university libraries in Hong Kong, Singapore, 
and Australia. 
 In this research, we visited 11 universities in 3 countries in March 2012 and investigated 
into the current state of 2 topics. 
 1. Learning Commons 
 2. Learning support 
 (including library staff ’s activity and services for international students) 
 In this report, we introduce results of research about these topics and show our opinions 





2．Backgrounds and purposes of the 
research 
2‐1  About the tie-up project 
2‐2  Purposes of the research 
3．Research contents 
3‐1  Members 
3‐2  Visiting university libraries 
3‐3  Research item 
3‐3  Schedule 
4．Results 
4‐1  Outline of the visiting universities 
4‐2  Learning commons 
4‐3  Learning support 
4‐4  Others 
5．Summary 
5‐1  Learning commons 
5‐2  Learning support 
6．Problems and perspectives 
6‐1  Problems 
6‐2  Perspectives  
Appendices 
1．Questionnaires 
2．Contact person list 
